
治法の復習：虚実の評価・補瀉手技（内証の虚について）

治法の復習：虚実の評価・補瀉手技（内証の実について）

治法の復習：虚実の評価・補瀉手技（表証に対して）

臓腑弁証：肝・胆の病証に対し

臓腑弁証：心・小腸の病証に対し

臓腑弁証：脾・胃の病証に対し

臓腑弁証：肺・大腸の病証に対し

臓腑弁証：腎・膀胱の病証に対し

メニエール病に対しての弁証論治

喘息に対する弁証論治

眼精疲労に対しての弁証論治

鼻炎に対する弁証論治

食欲不振に対する弁証論治

不眠に対する弁証論治

期末試験

期末試験

使用教材 授業配布プリント
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実務経験 治療所や臨床で培った経験を基に弁証論治の知識や技術を伝える。

中期 講義内容

1

授業概要 東洋医学における弁証論治に基づく治療法を学習

到達目標 各病態に対し適切に証を特定し正しい配穴治療が出来る事

成績評価 実技評価（授業内評価30％　＋期末試験70％）

谷本雅則

講義名 方法 学年 学期 単位 担当教員

応用鍼灸実技Ⅱ 実技 2 中期 1


